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セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第１３回講義レジュメ

講義日：２００８年７月１０日

自分史を仕上げるポイント／歴史は１００年単位の大きな流れを捉える

1. 自分の文体を大事にする。人間としての独特さを反映した文章を書く
(1) ある方の文章。文章の最後に自分の気持ちを“す～”と滑り込ませるように書き込んである。最初は違和感があって、チェックをつけたが、読んでいて自然にわかるようになった。この文章を整理して書き直すと文字数が多くなってしまうので、この書き方でよいと思う。

(2) 別の方の例。人間として独特なものを持っている。その独特さを文章に書き現して、素晴らしい文章になっている。

2. ブラッシュアップのポイント

(1) 感情の表現について
　書いていると気が乗ってきて、どんどん書き進めようになる。このような時は、むき出しの感情がどんどん出てきて、それが書き込まれていく。読む人も巻き込んでいくようになる。
　感情の主要なもの、喜怒哀楽、このうち、喜と楽は問題ないが、怒がむき出しで書き込まれるのは問題。
　書いて直ぐ直しに掛かるよりは、少し時間を置いてから手を入れるのが良い

(2) 自慢話
　以前自慢話を書いてよいと言ったが（レジュメ作成者注：第９回講義です。健全なことと表現されました）、自慢たらたらはやはり拙い。人間は押し付けられると不快感を持つ。

(3) 個人のことは、現代史と言う大きな流れの中で起こった一つの小さなこと（事実）である。自分史を書くということは、この小さなこと（事実）を書き綴っていくことになっているが、そのような自分史の中に、時々、全体的な大きな話を入れると良い。全体的な大きな話を入れると言うことは、長い時間の視点に立った見方を入れると言うことでもある。

(4) 誰にでもわかるよう、言葉の使い方に留意する
　その業界の人にしか分からない言葉、特定の地域だけで使われている表現はチェックして、誰にでも通じる表現にする

(5) 書き込む
　もっと書き込んで欲しいと言うところが残っている人がまだまだ居る。何があったのか、どんな工夫をしたのか、など、残された期間で書き込んで欲しい

3. 日本の近現代史を１００年単位の大きな流れの中で捉える
　歴史を見るときは、１００年単位の大きな時の流れを掴んで欲しい。大きな目で見て欲しい。

(1) 今を明治で現すと約１４０年（レジュメ作成者注：２００８年は明治１４１年に相当します）。この１４０年を大きく分ければ、明治憲法の時代と昭和憲法の時代に分かれる。
　２．２６から１９４５年までの間は２つの政治権力の争いがあった。

(2) われわれは大きくいえば２０世紀人。２０世紀冒頭に共産主義が台頭し、２０世紀末に崩壊した。

4. 自分史完成品の提出について

(1) 今日までの時点で自分史を完成させて（アンケートでは１１名の予定）、完成版を提出した人はまだ少ない。

(2) 多くの人にとっては、完成までまだまだ時間が掛かるだろう。（２７名の方が夏休みを使って完成させる予定）。夏休み明けまで待つので、その間に完成させて欲しい。完成が心配な方も居るので、受講生の中で自主的に管理して欲しい。

(3) 今までやってきた「作成した部分を順次提出する」ことはこれからは不要。

(4) 前書き、後書きは勿論、表紙もつけて、印刷し、自分史全体を何らかの方法で綴じて、提出して欲しい。

(5) 提出は原則ＲＳＳＣ事務局経由とする（ＲＳＳＣの受領印が押されて立花先生に届けられます）
（夏休み中はＲＳＳＣ事務局が開く日時・時間にご注意下さい）

(6) 上記以外の提出方法

1 ６号館受付に頼む

2 立花隆事務所宛郵送する　　

以上

